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  1）学会からのお知らせ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

■日本健康心理学会第32回大会 
「一般研究発表」「会員企画シンポジウム」に多数ご応募いただき，

誠にありがとうございました。プログラム委員による厳正なる審査の

結果を大会HP上でご案内しております。また，HP上で大会プログ

ラム等を随時更新しておりますので，ご確認お願い致します。多くの

方々のご参加を，お待ちしております。 
  
 【日本健康心理学会第32回大会 ホームページ】 
http://www.jahp32.com/index.html 
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  2）健康心理学コラム Vol. 79 
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「子どもの『頭』と『心』」 
牧 郁子（大阪教育大学） 

 
私は教員養成大学に勤務する傍ら，公立中学校でスクール・カウンセ

ラーをしています。近年多いのが，心因性の身体症状による不登校で

す。頭痛・吐き気・腹痛・朝起床できない…等子どもの身体症状は多様

ですが，共通しているのは，「頭ではどうすべきかわかっているけれど，

自分がどうしたいのかがわからない」ということです。話を聴いてみ

ると，児童期までに家庭で十分自分の気持ちを汲み取ってもらえてい

ない子どもが多いことに気づきました。先行研究（大河原，2004）で

も，子どもは幼少期からネガティブ感情を抑制して育つと，身体化や

行動化（いじめ・非行）につながることが示唆されています。 
こうした現状に危機感を持ち，現在，保護者との情動交流が子どもの

心の成長に与える影響を研究しています。これまでの研究の結果，保

護者にポジティブ情動・ネガティブ情動を話せず，聴いてもらってい

ない児童は，ストレス事態に遭遇しても行動できる自信が低く，自他

への不信感が高まることがわかりました（牧，印刷中）。またそうした

児童は，随伴経験を認知しにくい反面，非随伴経験を認知しやすく，

無気力感が高いこともわかりました（牧，印刷中）。こうした知見をも

とに，今後は児童に関わる大人（保護者・教師）が，子どもの気持ちに

どう向き合ったらよいかについて研究をしていきたいと考えています。 
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